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二
〇
二
一
年
（
令
和
三
年
）
二
月
二
三
日
（
火
）
に
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
外
国
人
材
育
成
と
日
本
語
・
日
本
語
教
育
」
が
、
東
京
都
立
大
学 

言
語
研
究
会

の
主
催
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
二
〇
一
九
年
（
令
和
元
年
）
一
二
月
二
一
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
外
国
人
材
育
成
と
敬
語
・
敬
語
教

育
」
に
引
き
続
く
第
二
回
目
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
外
国
人
材
の
育
成
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
あ
り
方
と
い
う
観
点
か
ら
行
わ

れ
た
も
の
で
、
日
本
語
母
語
話
者
の
日
本
語
学
研
究
者
と
、
か
つ
て
の
日
本
語
学
習
者
で
あ
り
現
在
は
高
等
教
育
機
関
で
日
本
語
教
育
に
携
わ
る
研
究
者
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
日
本
語
教
育
に
お
い
て
種
々
の
問
題
を
内
包
す
る
日
本
語
の
問
題
と
日
本
語
教
育
に
つ
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
で
検
討
す
る
と
い
う
趣

旨
で
開
催
さ
れ
た
。

　

別
掲
す
る
七
名
の
招
待
講
演
者
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
演
の
の
ち
、
次
の
よ
う
な
活
発
な
質
疑
応
答
と
全
体
討
議
が
行
わ
れ
た
。

（
一
）
ら
抜
き
言
葉
と
日
本
語
教
育

　

会
場
参
加
者
か
ら
、「
日
本
語
母
語
話
者
の
間
で
行
わ
れ
る
話
し
言
葉
で
ら
抜
き
言
葉
は
相
当
定
着
し
て
い
る
と
い
う
実
態
が
あ
り
、
日
本
語
教
育
と
し
て
規
範

的
な
日
本
語
の
運
用
を
ど
こ
ま
で
外
国
人
の
日
本
語
学
習
者
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
質
問
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
招
待
講
演
者
か
ら
は
、「
日

本
の
テ
レ
ビ
番
組
で
出
演
者
の
会
話
文
が
テ
ロ
ッ
プ
（
字
幕
）
で
同
時
に
流
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
出
演
者
の
音
声
言
語
の
ら
抜
き
言
葉
が
テ
ロ
ッ
プ
で
は
正
用

に
修
正
さ
れ
て
い
る
。
話
し
言
葉
で
は
ら
抜
き
言
葉
だ
が
、
書
き
言
葉
で
は
正
用
を
使
用
す
る
と
い
う
意
識
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
側
に
は
ま
だ
あ
っ
て
、
こ
れ
が
あ

る
種
の
最
後
の
砦
と
な
っ
て
い
る
。
ら
抜
き
言
葉
は
フ
ォ
ー
マ
リ
テ
ィ
の
あ
る
場
面
で
は
使
用
さ
れ
な
い
。
外
国
人
の
日
本
語
学
習
者
に
は
ま
ず
日
本
語
の
正
用
を

指
導
し
、
次
の
段
階
と
し
て
、
日
本
語
母
語
話
者
の
ら
抜
き
言
葉
使
用
の
実
態
に
つ
い
て
は
そ
の
背
景
を
説
明
し
て
、
敬
語
の
よ
う
に
指
導
す
る
し
か
な
い
」
と
い

う
回
答
が
あ
っ
た
。

（

）

『
言
語
の
研
究
』
八
号

二
〇
二
一
年
五
月

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　「
外
国
人
材
育
成
と
日
本
語・日
本
語
教
育
」に
つ
い
て

浅
　
川
　
哲
　
也
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（
二
）
古
典
語
指
導
か
ら
見
た
現
代
語
敬
語
の
問
題
点

　

会
場
参
加
者
か
ら
、「〝
お
〜
な
さ
る
が
古
め
か
し
い
〟
と
い
う
日
本
語
母
語
話
者
の
感
覚
は
本
当
な
の
か
。
一
般
の
日
本
語
母
語
話
者
に
と
っ
て
は
、
古
典
文
の

現
代
語
訳
自
体
が
古
め
か
し
い
役
割
語
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
質
問
が
あ
っ
た
。
招
待
講
演
者
か
ら
は
、「
年
配
の
日
本
語
母
語

話
者
で
あ
っ
て
も
〝
お
〜
な
さ
る
が
古
め
か
し
い
〟
と
い
う
意
見
が
あ
る
。
時
代
劇
の
台
詞
の
よ
う
に
仕
立
て
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
現
代
日

本
語
と
し
て
も
時
代
劇
の
台
詞
と
し
て
も
中
途
半
端
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
」
と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
会
場
参
加
者
か
ら
、「
日
本
語
の
敬
語
を
学
ぶ

上
で
は
日
本
の
古
典
の
学
習
は
非
常
に
有
益
で
あ
る
は
ず
が
、
日
本
語
母
語
話
者
の
方
が
す
で
に
正
し
い
現
代
敬
語
の
運
用
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

（
三
）
二
系
列
二
段
階
敬
語
指
導
案
に
つ
い
て

　

会
場
参
加
者
か
ら
、「〝
日
本
語
学
習
者
の
視
点
か
ら
の
敬
語
指
導
〟
と
い
う
視
点
は
斬
新
だ
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
ま
た
、「『
敬
語
の
三
分
類
に
拠
ら
な
い
〈
二

系
列
二
段
階
敬
語
指
導
案
〉』
は
日
本
語
の
敬
語
運
用
の
原
理
を
シ
ン
プ
ル
に
し
た
画
期
的
な
理
論
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
外
国
人
研
究
者
で
あ
る

招
待
講
演
者
か
ら
は
、〈
二
系
列
二
段
階
敬
語
指
導
案
〉
が
外
国
人
学
習
者
と
し
て
の
自
身
の
日
本
語
生
活
の
体
験
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
日
本
語
学
習
上
の
実
用
性

に
富
む
も
の
で
あ
る
こ
と
が
具
体
例
を
も
っ
て
説
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
会
場
参
加
者
か
ら
「〈
二
系
列
二
段
階
敬
語
指
導
案
〉
は
日
本
語
の
敬
語
を
よ
く
わ
か
っ
て

い
な
い
日
本
語
母
語
話
者
に
と
っ
て
も
学
習
法
と
し
て
有
効
な
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

（
四
）
現
代
中
国
語
に
お
け
る
日
本
語
か
ら
の
借
用
語

　

会
場
参
加
者
か
ら
、「
中
国
語
の
ほ
う
に
、
日
本
語
か
ら
の
一
字
漢
語
の
借
用
語
が
あ
る
と
い
う
の
は
あ
り
う
る
の
か
」
と
い
う
質
問
が
出
さ
れ
た
。
招
待
講
演

者
か
ら
は
「
癌
（
ガ
ン
）、
腺
（
セ
ン
）
な
ど
の
医
学
的
な
用
語
は
日
本
語
か
ら
中
国
語
に
入
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
回
答
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、「
日
本
語
の

中
に
漢
語
と
い
う
語
種
で
中
国
語
の
借
用
語
が
多
く
あ
る
と
い
う
の
は
常
識
だ
が
、
現
代
中
国
語
の
中
に
日
本
語
か
ら
の
借
用
語
が
こ
れ
ほ
ど
多
く
あ
っ
た
と
は
驚

き
だ
。
中
国
人
の
ほ
う
で
、
こ
の
語
が
日
本
語
由
来
で
あ
る
と
い
う
意
識
は
あ
る
の
か
」
と
い
う
質
問
が
あ
っ
た
。
招
待
講
演
者
か
ら
は
、「〝
卡
拉
Ｏ
Ｋ
（
カ
ラ
オ

ケ
）〟な
ど
、明
ら
か
に
日
本
の
現
代
文
化
か
ら
直
接
外
来
語
と
し
て
中
国
語
で
使
わ
れ
て
い
る
語
に
つ
い
て
は
、中
国
国
内
で
も
日
本
語
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
。

（
五
）
理
工
系
留
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
と
敬
語
・
敬
語
教
育
に
関
す
る
意
識
調
査

　

会
場
参
加
者
か
ら
、「
か
た
く
な
に
日
本
語
の
敬
語
を
使
用
し
な
い
留
学
生
が
い
る
が
、
ど
の
国
籍
な
の
か
」
と
い
う
質
問
が
あ
り
、
招
待
講
演
者
か
ら
は
、「
日

本
語
の
敬
語
を
使
用
し
な
い
留
学
生
に
対
し
て
は
、
な
ぜ
敬
語
が
必
要
な
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
指
導
に
重
点
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
い
う
指
導
の

実
態
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、「
日
本
国
政
府
が
抱
い
て
い
る
〝
高
度
の
外
国
人
材
〟
を
受
け
入
れ
た
い
と
い
う
気
持
ち
と
、
日
本
国
内

の
企
業
が
抱
い
て
い
る
外
国
人
材
の
イ
メ
ー
ジ
と
の
間
に
乖
離
が
あ
る
。
日
本
の
企
業
は
日
本
に
長
期
間
滞
在
し
よ
う
と
す
る
外
国
人
を
受
け
入
れ
た
い
と
考
え
て
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い
る
が
、
欧
米
型
の
人
材
育
成
は
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
に
複
数
の
企
業
間
を
渡
り
歩
く
の
が
一
般
的
な
の
で
、
名
古
屋
大
学
の
よ
う
に
高
等
な
日
本
の

大
学
に
留
学
し
て
く
る
留
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
意
識
と
は
ズ
レ
が
あ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
外
国
人
材
育
成
の
現
場
に
直
接
関
わ
る
会
場
参
加
者
の
方
か
ら
の
意

見
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
会
場
参
加
者
か
ら
、「
文
系
の
留
学
生
は
も
と
も
と
日
本
の
文
化
や
日
本
語
に
関
心
の
あ
る
外
国
人
が
多
い
が
、
理
系
の
留
学
生
は
日
本
に

あ
る
科
学
技
術
を
学
ぶ
た
め
に
日
本
に
留
学
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
日
本
語
の
学
習
が
留
学
の
目
的
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
の
留
学
目
的
が
文
系
と
理
系
と
で
は

異
な
る
の
で
は
な
い
の
か
」
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。

（
六
）
初
級
レ
ベ
ル
の
韓
国
人
日
本
語
学
習
者
の
自
己
紹
介
文
に
見
ら
れ
る
特
徴
に
つ
い
て

　

会
場
参
加
者
か
ら
、「
韓
国
の
人
は
や
は
り
初
対
面
の
相
手
の
年
齢
を
気
に
す
る
と
思
う
。
外
国
人
と
日
本
人
が
初
対
面
で
会
話
を
す
る
と
き
に
、
日
本
人
の
方

が
フ
ォ
リ
ナ
ー
ト
ー
ク
と
し
て
、
韓
国
人
の
場
合
で
あ
れ
ば
相
手
が
自
分
の
年
齢
を
気
に
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
中
国
人
の
場
合
で
あ
れ
ば
相
手
が
自
分
の
社
会

的
地
位
の
こ
と
を
気
に
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
忖
度
を
日
本
人
が
し
た
方
が
良
い
の
か
」
と
い
う
質
問
が
な
さ
れ
た
。
招
待
講
演
者
か
ら
は
、「
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
先
行
研
究
に
日
本
人
は
自
分
の
情
報
を
示
さ
ず
に
相
手
の
外
国
人
の
情
報
を
聞
き
出
す
こ
と
で
安
心
感
を
得
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
、
外
国
人

か
ら
す
る
と
質
問
さ
れ
た
く
な
い
内
容
の
こ
と
ま
で
日
本
人
か
ら
質
問
さ
れ
る
と
い
う
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
る
」
と
い
う
実
際
の
事
情
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

本
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
六
本
の
論
文
は
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
招
待
講
演
の
内
容
を
元
に
活
字
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
二
〇
二
〇
年
度 
東
京
都
立
大
学 

傾
斜
的
研
究
費
（
全
学
分
）
学
長
裁
量
枠
（
研
究
環
）
研
究
課
題
」（
研
究
課
題
「
外

国
人
材
育
成
の
た
め
の
敬
語
教
材
の
開
発
と
研
究
」、
研
究
代
表
者
：
浅
川
哲
也
）
に
よ
る
研
究
支
援
を
頂
き
、
そ
の
研
究
成
果
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
外
国
人
材
育
成
と
日
本
語
・
日
本
語
教
育
」

１
．
日
程　

二
〇
二
一
年
二
月
二
三
日
（
火
）

２
．
場
所　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

３
．
次
第

一
三
：
二
五
〜
一
三
：
三
〇

　

趣
旨
説
明
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
浅
川　

哲
也
（
東
京
都
立
大
学
）

一
三
：
三
〇
〜
一
三
：
五
五

　

ら
抜
き
言
葉
と
日
本
語
教
育
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
浅
川　

哲
也
（
東
京
都
立
大
学
） 

一
三
：
五
五
〜
一
四
：
二
〇 

　

古
典
語
指
導
か
ら
見
た
現
代
語
敬
語
の
問
題
点
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
竹
部　

歩
美
（
静
岡
県
立
大
学
）

一
四
：
二
〇
〜
一
四
：
四
五

　

二
系
列
二
段
階
敬
語
指
導
案
に
つ
い
て　

─
自
説
を
補
う
─
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
劉　

志
偉
（
埼
玉
大
学
）

一
四
：
四
五
〜
一
四
：
五
五

　

休
憩

一
四
：
五
五
〜
一
五
：
二
〇

　

現
代
中
国
語
に
お
け
る
日
本
語
か
ら
の
借
用
語
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
馬　

雲
（
中
国
・
江
西
農
業
大
学
）

一
五
：
二
〇
〜
一
五
：
四
五

　

理
工
系
留
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
と
敬
語
・
敬
語
教
育
に
関
す
る
意
識
調
査
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
グ
リ
ブ
・
デ
ィ
ー
ナ
（
名
古
屋
大
学
）

一
五
：
四
五
〜
一
六
：
一
〇

　

初
級
レ
ベ
ル
の
韓
国
人
日
本
語
学
習
者
の
自
己
紹
介
文
に
見
ら
れ
る
特
徴
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
李　

譞
珍
（
韓
国
・
嶺
南
大
学
校
）

一
六
：
一
〇
〜
一
六
：
三
〇

　

全
体
討
議
・
質
疑
応
答


